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グ・バリ Ajeg Bali)の高まり(中村 2006; 伏木 2008)、華美な儀礼に対する批判的傾向(吉
田 2005:174-175)―と同時進行で起きている背景をふまえれば、「神聖」という記号ととも







































































1-1-1. 名称と分布  
本稿が用いるスロンディン(selonding)という名称は、あくまで最も広く使われている例
である。地方によって名称は若干異なり、確認した限りでは他にも selunding, selondeng, 

























の場合、一組のスロンディンは 4枚または 8枚の鍵板をもつ 8台の楽器から構成される(図

























































1-2-2. 古楽、バリ・アガ、そして祖先の音楽へ  
クンストから発した歴史遡行的な言説は、その後バリの音楽教育機関にも導入された。
1983 年から 2 年間デンパサールのインドネシア国立芸術アカデミー(現在の Institut Seni 
Indonesia)で学んだ皆川厚一は、現地の音楽史においてガムラン音楽は「古楽(gamelan 
gorongan tua)」「中世音楽(gamelan gorongan madia)」「近代音楽(gamelan gorongan baru)」
                                                   
3 ヤープ・クンスト(Jaap Kunst, 1891-1960)は 1953年よりアムステルダム大学で民族音楽
学の講義に携わり、在任中に米国からフルブライト奨学生として留学したマントル・フッ





















バリ人研究者イ・ワヤン・パンデ・トゥサン(I Wayan Pande Tusan)である。 













































































































る楽器は、その火災後に作られたとされるものである。楽器は前出・図 3 のように計 8 台
を一組とし、合計三組の楽器が存在する。これらは村の構成組織である三つの若者組にそ































































































































































3-1. ペジェン村の「スダマラ Sudamala」 
 
3-1-1. 祖先の音楽をもとめて  
ギャニャール県の観光地ウブドゥ(Ubud)から車で約 10分の距離にあるペジェン(Pejeng)


















































































3-2. パヤンガン村の「プレカンティ Prekanti」 
 
3-2-1. 一つに溶ける恍惚  
ウブドから北へ車で約 20分、険しい山道と谷間を抜けるとパヤンガン(Payangan)村に着











 立ち上げからまだ 2 年ということもあり、レパートリーはようやく 5 曲に達したところ
である。「グナウィナグン」の CDから聞き覚えた 2曲も含まれているが、残る 3曲は上記
のムングウィ村のグループから習ったという(この 3曲の作者については不明)。グループを
結成してから交流の輪が広がり、スカワティ(Sukawati)村やデンパサールのスロンディ
































こともない」という返答からはじまった。よって 3 台(①～③)は名称不明、残る 4 台(④～
⑦)は半ばその場の思いつきで当てはめた名称である。 
 









 ここで注目すべきは、他 4台(④～⑦)の鍵板音列である。彼はこの 4台を二つに分け、高
音 2台(④⑤)を「ジェゴガン・クチル jegogan kecil」(小ジェゴガン)、低音 2台(⑥⑦)を「ジ
ェゴガン・グデ jegogan gede」(大ジェゴガン)と命名した。ジェゴガンとは、大編成ガムラ
ン(ゴン・クビャール)において 4枚の鍵板からなる低音鍵板楽器である。実際にワルタナ氏

















































                                                   
14 近年バリでは特にガムランの素材である金属類と木材の値上がりが激しい。現在青銅の
価格は 10年前の約 3倍である。この状況から屑鉄を再利用したスロンディン楽器は比較的
写真 2: ワルタナ氏のパングル 写真 3: トゥガナン・プグリンシンガン村の
パングル 
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